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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 19日 (2006.5.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 部 に ヒ ー タ を 有 す る 炉 と 、
　 前 記 炉 に 開 閉 自 在 に 装 着 さ れ た 扉 と 、
　 前 記 扉 に 設 け ら れ 、 前 記 炉 内 の 温 度 を 制 御 す る た め の 温 度 制 御 装 置 と 、
　 前 記 扉 に 外 部 か ら 操 作 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 温 度 制 御 装 置 に 対 す る 指 示 を 入 力 す る た め
の 操 作 パ ネ ル と 、
　 を 備 え た 陶 芸 窯 で あ っ て 、
　 前 記 操 作 パ ネ ル が 前 記 温 度 制 御 装 置 の 表 面 に 前 記 温 度 制 御 装 置 と 一 体 に 設 け ら れ 、 前 記
温 度 制 御 装 置 が 前 記 扉 に 埋 設 さ れ て 、 前 記 操 作 パ ネ ル の 表 面 が 前 記 扉 の 表 面 と ほ ぼ 面 一 に
な る よ う に 設 け ら れ 、
　 且 つ 、 前 記 扉 に は 、 前 記 温 度 制 御 装 置 を 介 し て 前 記 炉 側 に 断 熱 材 が 備 え ら れ て い る 陶 芸
窯 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 扉 に は 、
　 前 記 炉 の 開 口 の ほ ぼ 全 面 を 覆 う 断 熱 材 と 、
　 空 気 層 を 介 し て 、 前 記 断 熱 材 の 外 周 側 面 と 前 記 炉 と は 反 対 側 に 位 置 す る 前 記 断 熱 材 の 面
を 覆 う 扉 カ バ ー と 、
　 が 備 え ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 陶 芸 窯 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 扉 に は 、
　 前 記 扉 の 内 側 に 装 着 さ れ た 冷 却 用 の フ ァ ン と 、
　 前 記 扉 カ バ ー に 形 成 さ れ 空 気 を 流 出 入 さ せ る た め の ス リ ッ ト と 、
　 が 備 え ら れ て い る 請 求 項 ２ に 記 載 の 陶 芸 窯 。
【 請 求 項 ４ 】
　 内 部 に ヒ ー タ を 有 す る 炉 と 、



　 前 記 炉 に 開 閉 自 在 に 装 着 さ れ た 扉 と 、
　 前 記 炉 の 側 壁 の 表 面 側 に 配 設 さ れ た 温 度 制 御 装 置 と 、
　 前 記 扉 に 外 部 か ら 操 作 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 温 度 制 御 装 置 に 対 す る 指 示 を 入 力 す る た め
の 操 作 パ ネ ル と 、
　 を 備 え た 陶 芸 窯 で あ っ て 、
　 前 記 炉 に は 、 耐 火 材 か ら な る 内 枠 部 と 、 前 記 内 枠 部 の 周 囲 に 設 け ら れ た 断 熱 材 と 、 空 気
層 を 介 し て 前 記 断 熱 材 の 周 囲 に 配 置 さ れ た 外 枠 部 と 、 が 備 え ら れ 、
　 前 記 温 度 制 御 装 置 が 、 前 記 炉 の 断 熱 材 と 外 枠 部 と の 間 の 空 気 層 に 配 設 さ れ て い る 陶 芸 窯
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 炉 の 外 枠 部 の 内 側 に 冷 却 用 の フ ァ ン を 備 え る と 共 に 、 前 記 外 枠 部 に 、 空 気 を 流 入 す
る た め の ス リ ッ ト を 備 え て い る 、
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 陶 芸 窯 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 炉 が 前 面 に 開 口 を 有 し 、
　 前 記 扉 が 、 前 記 炉 の 前 面 を 覆 う よ う に 配 置 さ れ 、 前 記 扉 の 横 方 向 一 端 側 に 設 け ら れ た 縦
方 向 の ヒ ン ジ 軸 の 回 り に 開 閉 自 在 に 構 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 陶 芸 窯 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 温 度 制 御 装 置 の 表 面 に 温 度 制 御 装 置 と 一
体 で 設 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 は 、 操 作 パ ネ ル と 温 度 制 御 装 置 と が 別 体 で 設 け ら れ て い る
場 合 に 比 較 し て 、 構 成 が 簡 単 に 占 有 ス ペ ー ス も 小 さ
く な り 、 よ り 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
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ま た 、 請 求 項 １ に 係 る 陶 芸 窯 は 、 操 作 パ ネ ル の 表 面 が 扉 の 表 面 と ほ ぼ 面 一 に な る （ 所 謂
、 ほ ぼ 同 一 面 に な る ） よ う に 扉 に 設 け ら れ 、 温 度 制 御 装 置 が 扉 に 埋 設 さ れ て い る 。 こ の 場
合 は 、 扉 か ら 操 作 パ ネ ル 及 び 温 度 制 御 装 置 が 著 し く 突 出 す る こ と が な い の で 、 よ り 小 形 化
が 図 れ る と 共 に 外 観 意 匠 上 も 好 ま し い 。

ま た 、 請 求 項 １ に 係 る 陶 芸 窯 は 、 操 作 パ ネ ル が

な る と 共 に 、 こ れ ら を 配 設 す る た め の

ま た 、 請 求 項 １ に 係 る 陶 芸 窯 は 、 扉 に は 、 温 度 制 御 装 置 を 介 し て 炉 側 に 断 熱 材 が 備 え ら
れ て 、 温 度 制 御 装 置 が 断 熱 材 を 介 し て 扉 表 面 側 に 配 置 さ れ て い る の で 、 温 度 制 御 装 置 の 温
度 上 昇 を 抑 え る こ と が で き る 。



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　

【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　

【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 陶 芸 窯 に お い て も 、 さ ら に 表 面 側 （ 外 側 ） に 温 度 制 御 装 置 が 配 置 さ れ
て い る の で 、 温 度 制 御 装 置 の 温 度 上 昇 を 抑 え つ つ 、 従 来 の 窯 に 比 較 し て 窯 全 体 の 大 き さ を
小 型 化 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
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請 求 項 ２ に 係 る 陶 芸 窯 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 陶 芸 窯 に お い て 、 前 記 扉 に は 、 記 炉 の 開 口
の ほ ぼ 全 面 を 覆 う 断 熱 材 と 、 空 気 層 を 介 し て 、 前 記 断 熱 材 の 外 周 側 面 と 前 記 炉 と は 反 対 側
に 位 置 す る 前 記 断 熱 材 の 面 を 覆 う 扉 カ バ ー と が 備 え ら れ て い る 。

請 求 項 ３ に 係 る 陶 芸 窯 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 陶 芸 窯 に お い て 、 前 記 扉 に は 、 前 記 扉 の 内
側 に 装 着 さ れ た 冷 却 用 フ ァ ン と 、 前 記 扉 カ バ ー に 形 成 さ れ 空 気 を 流 出 入 さ せ る た め の ス リ
ッ ト と 、 が 備 え ら れ て い る 。

請 求 項 ４ に 係 る 陶 芸 窯 は 、 内 部 に ヒ ー タ を 有 す る 炉 と 、 前 記 炉 に 開 閉 自 在 に 装 着 さ れ た
扉 と 、 前 記 炉 の 側 壁 の 表 面 側 に 配 設 さ れ た 温 度 制 御 装 置 と 、 前 記 扉 に 外 部 か ら 操 作 可 能 に
設 け ら れ 、 前 記 温 度 制 御 装 置 に 対 す る 指 示 を 入 力 す る た め の 操 作 パ ネ ル と 、 を 備 え た 陶 芸
窯 で あ っ て 、 前 記 炉 に は 、 耐 火 材 か ら な る 内 枠 部 と 、 前 記 内 枠 部 の 周 囲 に 設 け ら れ た 断 熱
材 と 、 空 気 層 を 介 し て 前 記 断 熱 材 の 周 囲 に 配 置 さ れ た 外 枠 部 と 、 が 備 え ら れ 、 前 記 温 度 制
御 装 置 が 、 前 記 炉 の 断 熱 材 と 外 枠 部 と の 間 の 空 気 層 に 配 設 さ れ て い る 。

炉 の 断 熱 材 の



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 、 炉 の 断 熱 用 の 空 気 層 が 設 け ら れ た ス ペ ー ス を 利 用 し
て 、 温 度 制 御 装 置 が 配 置 さ れ て い る の 制 御 装 置 の 温 度 上 昇 を 抑 え つ つ 、 従 来 の 窯
に 比 較 し て 窯 全 体 の 大 き さ を 小 型 化 で き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　

【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　

【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 扉 カ バ ー １ １ は 断 熱 材 １ ０ の 上 下 左 右 の 側 面 と 前 面

と を 覆 う よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 扉 カ バ ー １ １ は 、 扉 カ バ ー １ １ の
内 面 と 断 熱 材 １ ０ と の 間 に 断 熱 用 の 空 気 層 １ ５ （ 図 ４ 参 照 ） が 形 成 さ れ る よ う に 、 断 熱 材
１ ０ と の 間 に 隙 間 を 介 し て 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 扉 カ バ ー １ １ の 一 部 に は 、 温 度 制
御 装 置 ３ の 表 面 が 外 部 に 露 出 す る よ う に 、 開 口 １ １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 扉 カ バ
ー １ １ の ヒ ン ジ ８ ａ ， ８ ｂ と は 逆 側 の 一 側 部 に 、 開 閉 操 作 用 の 取 っ 手 １ ６ が 設 け ら れ て い
る 。
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ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 陶 芸 窯 で は
で 、 温 度

請 求 項 ５ に 係 る 陶 芸 窯 は 、 請 求 項 ４ 記 載 の 陶 芸 窯 に お い て 、 前 記 炉 の 外 枠 部 の 内 側 に 冷
却 用 の フ ァ ン を 備 え る と 共 に 、 前 記 外 枠 部 に 、 空 気 を 流 入 す る た め の ス リ ッ ト を 備 え て い
る 。 こ れ に よ り 、 温 度 制 御 装 置 及 び 炉 表 面 の 温 度 上 昇 を 抑 え る こ と が で き る 。

請 求 項 ６ に 係 る 陶 芸 窯 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 陶 芸 窯 に お い て 、
前 記 炉 が 前 面 に 開 口 を 有 し 、 前 記 扉 が 、 前 記 炉 の 前 面 を 覆 う よ う に 配 置 さ れ 、 前 記 扉 の 横
方 向 一 端 側 に 設 け ら れ た 縦 方 向 の ヒ ン ジ 軸 の 回 り に 開 閉 自 在 に 構 成 さ れ て い る 。

（ 所 謂 、 炉 と は 反 対 側 に 位 置 す る 断
熱 材 の 面 で あ る ）
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